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独立行政法人農畜産業振興機構の平成 27 事業年度評価結果の主要な反映状況 

 

１．役員人事への反映について 

役員人事への反映 

 中期目標に定められた業務について、中期計画に沿った年度計画が順調に達成され、農林水産大臣による平成

27 年度の全体の評定が「Ｂ」評価※であったことから評価結果等による役員人事は行わなかった。 
※「Ｂ」評定が標準 

 

 

２．役員報酬への反映について 

役員報酬への反映 

中期目標に定められた業務について、中期計画に沿った年度計画が順調に達成され、農林水産大臣による平成

27 年度の総合評価が「Ｂ」評価※であったことから評価結果等による役員報酬の増減は行わなかった。 
※「Ｂ」評定が標準 

 

 

３．法人の運営、予算への反映について 

評価項目 27 事業年度評価における主な指摘事項 平成 28 及び 29 年度の運営、予算への反映状況 

業務運営の効

率化に関する目

標を達成するた

めとるべき措置 

○ 内部統制については、平成 27 年度に設置し

た委員会等が実効性のあるものとして、きちん

と機能していくことが重要であることから、

PDCA サイクルを回すこと等により、その更な

る充実に努めていく必要がある。 

【平成 28 年度】 

○ 内部統制委員会を開催（平成 28 年５月 31 日、９月５日）し、

日常的モニタリング及び情報セキュリティ委員会など各種委員会

での独立的評価による内部統制の実施状況について評価を行うと

ともに、内部統制に関する規程の一部改正を審議するなど、内部

統制の推進に十分取り組んだ。 

 

○ リスク管理については、リスク管理委員会を開催（平成 28 年 10

月５日）し、各部におけるリスク管理の実施状況等について審議

したほか、リスク項目の重点的管理や関連規程の改正など、リス

ク管理の適切かつ効果的な実施に十分取り組んだ。 
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【平成 29 年度】 

○ 内部統制委員会を開催（平成 29 年５月 29 日）し、内部統制の

実績や評価結果の検証、課題やリスクなどの洗い出し、改善策の

検討などを実施し、引き続き内部統制の一層の推進を図った。 

 

○ リスク管理については、リスク管理委員会を開催（平成 29 年９

月 19 日）し、各部におけるリスク管理の実施状況等について審議

したほか、リスク管理の形骸化を防止するための各部の取組につ

いて、情報共有を行う等リスク管理の一層の推進を図った。 

 

 


